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ジョニー・デップ vs アンバー・ハード裁判は 

ChatGPT: 

ジョニー・デップ vs アンバー・ハードの裁判は、アメリカでも異例の「全面テレビ中継された名誉

毀損訴訟」として大きな注目を集めました。以下に詳しく解説します。 

            事件の概要 

• 原告：ジョニー・デップ（俳優） 

• 被告：アンバー・ハード（女優） 

• 裁判の内容： 

アンバー・ハードが「家庭内暴力の被害者」と自称して書いた**ワシントン・ポスト紙の寄稿

記事（2018年）**が、ジョニー・デップの名誉を傷つけ、キャリアに損害を与えたとして、**

デップが 5,000万ドル（約 65億円）**の損害賠償を求めて訴えました。 

       なぜテレビ中継されたのか？ 

    中継を許可した理由： 

• 裁判が行われたのはバージニア州（州裁判所）で、同州は比較的メディア報道に寛容な

州。 

• 裁判官が、透明性を保つためにテレビ中継を許可。 

• 両当事者が世界的セレブであり、大衆の関心が非常に高かった。 

• 両陣営ともに世論を味方につける戦略が背景にあったとみられる。 

         裁判の経過と結果（2022年） 

• 裁判は 6週間以上にわたって行われ、全日程が YouTubeなどでライブ中継されました。 

• 両者ともに証言に立ち、私生活や暴力の詳細が露わにされました。 

• 陪審員の評決（2022年 6月）： 

o デップ側の主張の大部分が認められ、1,000万ドル超の損害賠償をアンバー・ハー

ドに命令。 

o 一方、アンバー・ハード側の一部反訴も認められ、デップに約 200万ドルの支払い

が命じられました。 



       この裁判の影響・意義 

社会的影響 

• SNSを通じた「リアルタイム世論裁判」と化し、TikTokや Twitter で爆発的な話題に。 

• フェミニズムや DV問題、名誉毀損、報道の自由などが交錯し、単なる有名人のスキャン

ダルを超える議論が巻き起こりました。 

法律界への影響 

• アメリカにおける裁判の可視化の在り方に一石を投じた事件。 

• 中継が「公平な裁判」を損なう可能性と、「透明性向上」のバランスが再考される契機に。 

        裁判後の展開 

• アンバー・ハードは判決後、控訴しましたが、その後和解し、賠償金額は 1,000万ドルから

100万ドルに減額。 

• ジョニー・デップは和解に応じ、「名誉が回復された」とコメント。 
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